
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（諏訪地域） 

令和６年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

原村は「日本で最も美しい村」連合に加盟して９年。村の

登録地域資源のうち「土蔵の鏝絵」の技術・文化継承が課題

である。土蔵の老朽化や住宅建設に伴う解体などで鏝絵の数

は年々減少しており、保存が急がれている。この地域資源の

活性化と美しい村の周知を目的として、以下の事業を実施。 

１．「土蔵の鏝絵」の３D データ化による永久保全と後世へ

の継承事業（専門家による３Ｄスキャン、モデリング、

３Ｄプリント事業） 

２．文化財保存や災害復旧などの現場で求められる「３DCG

制作ソフト」を扱う体験講習の開催による、次世代の高

度な「デジタル人材」の育成事業 

事 業 効 果  

①子供たちに対する「美しい村」登録地域資源の認知の増加： 

３DCG 制作ソフト体験講座の開催で生徒４名(諏訪６市町

村の中学生)と見学者 10 名（保護者、関係者など）に周知

できた。また、役場エントランスホールと原中学校で３D

プリントした鏝絵の展示を行い、幅広い世代・人数に「美

しい村」の地域資源・鏝絵を周知することができた。 

②民家にある鏝絵のデジタル３D データ保存： 鏝絵は住宅

敷地内にあるため、各住宅の事情（敷地内に新居を建てる

等）により土蔵ごと解体されることが実際に生じている。

今回、有識者と相談し、特に次世代に残したいもの（文化

的価値が高いもの）を 10 点選定し、データ化を行えた。 

③高度な「デジタル人材」の育成： 鏝絵の実物を用いた講

習の実施により、３DCG 制作の一連のプロセス（３D ス

キャン～モデリング）を生徒が学ぶことができた。最終的

には、３D プリント可能なデータの完成まで、一人で扱え

るまでに成長できた。 

今後の取り組み 
 

今後のビジョンとして、本事業のサポートを担っていただいた専門家（株式会社ホロラボ 松川元希氏）と

は、引き続き村との関係を継続していただきたいと考えており、３ＤＣＧを活用した新たな事業に係るフォ

ローアップをお願いしたいと考えている。また、将来的には、本講座の受講生徒たちが３Ｄスキャン・モデ

リング・３D プリントに関わる技術の担い手・教え手となり、村内における“鏝絵の保存作業”を地域内で

完結できる体制を構築することを目指している。 

※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 
「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 「日本で最も美しい村」登録地域資源の活性化事業 

事業主体 

（連絡先） 

原村役場 

 

事業区分 (6)産業振興、雇用拡大に関する事業 

オ その他地域の特色、個性を活かした産業振興、雇用拡大に資する事業 

事業タイプ ソフト 

総事業費 449,722 円（うち支援金： 359,000 円） 

 

①内外への「美しい村」原村の周知 

②全国有数の「美しい村」である、住民

のシビックプライド（誇り）の醸成 

③美しい村の地域資源を活用した経済的

自立の実現、担い手の発掘 

※自己評価【A】 

【理由】左記の事業効果に加えて、 

・体験講座と展示を通じて、今後の地域

の活性化を担う将来の「デジタル人

材」の発掘・育成に貢献できたこと 

・「美しい村」連合の賛同スポンサーが

村内で前年比２件増（現在４件） 

専門家による「土蔵の鏝絵」の 

３D スキャン実施の様子 

 【目標・ねらい】 


